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　このコーナーではこれまで、新原・奴山古墳群の世界遺産登録を願うさ
まざまな人の思いを掲載してきました。そんなたくさんの人たちの応援もあり、
新原・奴山古墳群を含む「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群は、当
初の勧告を覆し、全ての資産の世界文化遺産登録が決定しました。

世界遺産への道
新原・奴山古墳群の世界文化遺産登録が決定

福津から世界へ、世界から福津へ

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
41
回
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
が
推

薦
し
た
新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む

「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
の
８
つ
の
資
産
が
、
全
て
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
で
は
、
新
原
・
奴
山

古
墳
群
を
含
む
４
つ
の
資
産
を
除
外
す

る
と
い
う
厳
し
い
評
価
を
受
け
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
強
く
願
っ
て
き

た
と
お
り
に
、
全
て
の
資
産
が
正
式
に
世

界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

資
産
価
値
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
努
力
が
報
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
登
録
活
動
が
始
ま
っ
て
15
年
、
こ
れ

ま
で
登
録
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
専

門
家
、
文
化
庁
・
外
務
省
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
庁
、
県
・
宗
像
市
の
関
係

者
、
企
業
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
長
い
間
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
こ

の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
に
、
感
謝
の
思
い
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

福
津
市
長

　原
﨑
智
仁
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　世界文化遺産の登録が決定した新原・奴山古墳群。増加が見込ま
れる来訪者に対応するため、駐車場や展望所の整備、観光関連の
PR活動といったさまざまな事業が、平成29年度予算に計上されていま
す。では、今年度の予算には、他にどんな事業があるのでしょう。



福間太郎
　新規採用職
員。市役所の
仕事を勉強中

津屋崎花子
　市財政課職
員。予算の編
成などを担当

※公共下水道事業会計の額は収益的支出と資本的支出の合計額です

市債
11億6,270万円（5.4％）

216億5,080万円

80億6,465万2千円

9億8,134万6千円

47億6,891万5千円

466万円

138億1,957万3千円

30億9,576万8千円

30億9,576万8千円

385億6,614万1千円

3.4%

2.0%

9.2%

2.8%

△21.6%

2.7%

△6.9%

△6.9%

2.2%

会計名 平成２9年度 増減率

一 般 会 計

合　　計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

小 計

公共下水道事業

小 計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

歳入
216億
5,080万円

自主
財源
39.5％

依存
財源
60.5％

自主財源その他
繰越金 2億円（0.9％）
使用料・手数料 3億3,935万円（1.6%）
分担金・負担金 3億1,737万円（1.5%）

依存財源その他
地方譲与税 1億9,000万円（0.9%）
地方特例交付金 7,100万円（0.3%）
自動車取得税交付金 4,800万円（0.2%）
利子割交付金 800万円（0.0%）
ゴルフ場利用税交付金 260万円（0.0%）
配当割交付金 3,000万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金 1,240万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 3,200万円（0.1%）
地方消費税交付金
9億円（4.2％）
県支出金
16億632万円（7.4％）

国庫支出金
39億9,293万円（18.5％）

地方交付税
50億4,400万円（23.3％）

繰入金
14億7,553万円
（6.8％）

寄附金 5,010万円（0.2%）
財産収入 3,865万円（0.2%）
諸収入 1億3,923万円（0.6%）

歳出
（目的別）
216億
5,080万円

民生費
93億8,556万円
（43.4％）

教育費
26億6,301万円（12.3％）

公債費
21億4,357万円（9.9％）

衛生費
21億3,226万円
（9.8％）

土木費
19億5,971万円
（9.1％）

総務費
19億4,983万円
（9.0％）

消防費
6億7,337万円（3.1％）

農林水産業費
3億173万円（1.4％）

商工観光費
1億9,860万円（0.9％）

その他
議会費 2億512万円（0.9%）
労働費 0万円（0.0%）
災害復旧費 413万円（0.0%）
予備費 3,391万円（0.2%）

その他
維持補修費 1億5,367万円（0.7%）
積立金 7,967万円（0.4%）
投資及び出資金 1億5,555万円（0.7%）
貸付金 3,546万円（0.2%）
予備費 3,391万円（0.1%）

歳出
（性質別）
216億
5,080万円

扶助費
59億7,981万円
（27.6％）

人件費
27億6,788万円
（12.8％）

公債費
21億4,357万円（9.9％）

普通建設事業費
21億7,227万円（10.0％）

災害復旧事業費
413万円（0.0％）

補助費等
28億5,549万円
（13.2％）

物件費
30億4,956万円
（14.1％）

繰出金
22億1,983万円
（10.3％）

持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

　
平
成
２９
年
度
の
６
月
補
正
予
算
が
、
市
議
会
で
６

月
28
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
当
初
予

算
編
成
時
期
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
骨
格

予
算
と
し
て
当
初
予
算
を
編
成
し
、
６
月
補
正
予
算

で
肉
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
実
質
の
平
成
２９
年
度
予

算
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
市
財
政
課
職
員
の
花

子
さ
ん
と
新
規
採
用
職
員
の
太
郎
さ
ん
に
、
今
年
度

の
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

市
財
政
課
☎
４
３
・
８
１
１
４

〜
平
成
29
年
度
の
予
算
〜

あ
れ
？
今
年
は
予
算
の
記
事
が
載
る
の
が
遅
い

で
す
ね
。
去
年
は
５
月
だ
っ
た
の
に
。

今
年
は
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
で
し
ょ
。
予
算
に

は
市
長
の
政
策
が
反
映
さ
れ
る
か
ら
、
選
挙
後

の
６
月
補
正
予
算
で
政
策
的
な
経
費
を
計
上
す
る
の
よ
。

も
ち
ろ
ん
、
年
間
を
通
し
て
必
要
な
光
熱
水
費
な
ど
の

経
費
は
当
初
予
算
に
計
上
す
る
け
れ
ど
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
も
予
算
っ
て
、
専
門
用

語
が
多
く
て
難
し
い
で
す
よ
ね
。

予
算
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
、

ど
ん
な
収
入
が
あ
っ
て
ど
う
支
出
す
る
か
と
い

う
お
金
の
使
い
道
を
決
め
た
も
の
よ
。

収
入
、
支
出
な
ら
分
か
り
や
す
い
で
す
。
収
入

は
み
ん
な
が
払
う
税
金
、
支
出
は
各
事
業
で
支

払
う
お
金
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
ま
ず
は
収
入
の
話
を

す
る
わ
ね
。
２
ペ
ー
ジ
の
歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見

て
。
歳
入
は
、
市
独
自
で
調
達
す
る
自
主
財
源
と
、
他

か
ら
も
ら
う
依
存
財
源
が
あ
る
の
。
自
主
財
源
の
最
大

の
収
入
源
は
市
税
で
、
全
体
の
27
・
７
％
。
依
存
財
源

は
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
で
、
地
方
交
付

税
の
23
・
３
％
が
最
も
大
き
い
わ
ね
。
市
税
と
交
付
税

で
、
歳
入
の
半
分
を
担
っ
て
い
る
の
よ
。

福
津
市
は
人
口
が
増
え
て
た
く
さ
ん
家
が
建
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
歳
入
に
は
影
響
す
る
ん
で
す
か
。

市
税
に
影
響
す
る
わ
。
人
口
や
家
屋
の
増
加
で
、

個
人
市
民
税
は
３
・
６
％
増
え
て
、
固
定
資
産

税
も
２
・
２
％
増
え
て
い
る
の
。

市税
59億9,062万円（27.7％）

各 会 計 予 算 規 模一 般 会 計 歳 入一 般 会 計 歳 出

※

▲市内の交通現状と課題、社会
環境の変化に対するため、引き
続きふくつミニバスを運行します

コミュニティバス運行委託事業

▲利用者のニーズに応える
ため、定期的に図書資料や
AV資料を購入します

図書館資料整備事業

広報ふくつ 2広報ふくつ3

ソフト編
ソフト編
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津
市
は
人
口
が
増
え
て
た
く
さ
ん
家
が
建
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
歳
入
に
は
影
響
す
る
ん
で
す
か
。

市
税
に
影
響
す
る
わ
。
人
口
や
家
屋
の
増
加
で
、

個
人
市
民
税
は
３
・
６
％
増
え
て
、
固
定
資
産

税
も
２
・
２
％
増
え
て
い
る
の
。

市税
59億9,062万円（27.7％）

各 会 計 予 算 規 模一 般 会 計 歳 入一 般 会 計 歳 出

※

▲市内の交通現状と課題、社会
環境の変化に対するため、引き
続きふくつミニバスを運行します

コミュニティバス運行委託事業

▲利用者のニーズに応える
ため、定期的に図書資料や
AV資料を購入します

図書館資料整備事業

広報ふくつ 2広報ふくつ3
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▲松林の環境保全のために
薬剤散布や立ち枯れした松
の伐倒処理を行います

松くい虫防除事業

次
に
支
出
の
話
を
す
る
わ
ね
。
３
ペ
ー
ジ
の
歳

出
の
グ
ラ
フ
を
見
て
。
目
的
別
の
円
グ
ラ
フ
は
、

総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
な
ど
、
使
う
目

的
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
よ
。
も
う
ひ
と
つ
の
性
質
別

の
円
グ
ラ
フ
は
、
人
件
費
や
補
助
費
な
ど
、
性
質
で
分

け
た
も
の
よ
。
見
て
の
と
お
り
、
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
な
ど
の
扶
助
費
に
一
番
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
よ
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
お
金
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

今
年
度
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
な
ん
で
す
か
。

じ
ゃ
あ
、
次
に
下
の
表
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
算
の
中
に
は
、
毎
年
必
要
な
経
費
が
あ
る
わ

よ
ね
。
例
え
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
や
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
道
路
や
橋
を
維

持
す
る
こ
と
な
ど
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
健
康
診
断
や
道
路
の
改
善
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
年
度
か

ら
新
し
く
始
ま
る
事
業
も
あ
る
ん
で
す
か
。

あ
る
わ
よ
。
い
く
つ
か
紹
介
す
る
わ
ね
。
ま
ず
、

学
童
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
津
屋

崎
小
学
校
の
敷
地
内
に
、
新
し
い
学
童
保
育
所
を
整
備

す
る
わ
。
そ
う
そ
う
、
福
間
南
小
学
校
も
児
童
数
が
急

増
し
て
い
る
か
ら
、
仮
設
校
舎
を
増
築
す
る
わ
ね
。
他

に
も
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
が
あ
る
わ

ね
。
去
年
、
市
役
所
庁
舎
が
統
合
さ
れ
て
、
津
屋
崎
庁

舎
を
再
整
備
し
て
い
た
で
し
ょ
。
今
年
、
図
書
・
歴
史

資
料
館
に
改
修
さ
れ
て
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ

ア
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
よ
図
書
と
歴

史
と
文
化
の
複
合
施
設
と
し
て
、
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
。

た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
税
金
や

交
付
税
な
ど
の
歳
入
、
事
業
に
か
か
る
費
用
な

ど
の
歳
出…

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
難
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
い
か

な
く
ち
ゃ
。

そ
う
よ
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
用
語
が
出
て
き
て
難

し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
福
津
市
が

こ
れ
か
ら
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
も
大
切
な
こ
と

な
の
よ
。
ど
の
事
業
も
、
そ
の
重
要
度
、
緊
急
度
、
有

効
度
を
考
慮
し
て
予
算
化
し
て
い
る
か
ら
、
力
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

は
い
。
僕
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

主な事業と予算額（目的別）家計に例えると… 市の予算を、年収３００万円の一般家庭に置き換えると、下の表のようになります。
単位：円

▲事前に点検を実施した道
路施設について、修繕、更
新を行います

道路ストック修繕更新事業

▲老朽化している福間小学
校校舎の建て替え工事を実
施します

小学校施設大規模改造事業

(○が新規事業　単位：万円 )

●議会費
議会事務費 1 億 4,421 万円
●総務費
津屋崎庁舎再生整備事業 1,182 万円
コミュニティバス運行委託事業 3,953 万円
郷づくり交付金事業 1 億 3,821 万円
郷づくり活動拠点整備事業 5,992 万円
●民生費
私立保育所・管外保育所保育委託事業
 12 億 883万円
認可保育所定数確保事業 2 億 8,976 万円
学童保育所整備事業 9,793 万円
児童手当支給事業 10 億 9,940 万円
乳幼児・子ども医療費支給事業 3 億 853万円
障害者自立支援給付事業 9 億 3,940 万円
重度障害者医療費支給事業 1 億 3,091 万円
生活保護事務扶助費 11 億 8,608 万円

●衛生費
玄界環境組合負担金 7 億 7,682 万円
じん芥収集事業 3 億 2,058 万円
個別予防接種事業 2 億 245万円
妊産婦健診事業 6,189 万円
乳幼児健診事業 1,499 万円
●農林水産費
農業多面的機能支払交付金事業 1,796 万円
県営ため池整備負担事業 2,594 万円
水産振興補助事業 567 万円
松くい虫防除事業 1,558 万円
●商工費
商工会補助事業 1,643 万円
中小企業融資制度事業 3,500 万円
観光産業活性化推進事業 1,625 万円
観光協会補助事業 1,125 万円
●土木費

道路ストック修繕更新事業 2,027 万円
橋梁長寿命化修繕事業 1 億 6,200 万円
市道維持事業 1 億 7,117 万円
ＪＲ東福間駅自由通路改修事業 6,500 万円
福間駅松原線整備事業（県営事業）  9,924 万円
●消防費
宗像地区事務組合消防費負担金 5 億 7,306 万円
防災事業 1,183 万円
消防団活動支援事業 5,693 万円
福岡県防災・行政情報ネットワーク更新事業 375 万円
●教育費
小学校施設大規模改造事業 5 億 1,728 万円
中学校施設大規模改造事業 3,465 万円
図書館資料整備事業 2,032 万円
複合文化センター管理運営事業 1 億 1,360 万円
古墳公園史跡等購入事業 3 億 2,961 万円
世界遺産登録活動事業 3,196 万円

　

収　入
項目（  ）内は市の歳入予算科目
給与収入（市税）
家賃収入(使用料・手数料、分担金・負担金）
銀行などからの借入金（市債）
預金の引き出し（繰入金）
預金の利子（利子割交付金、配当割交付金）
実家からの援助金(地方交付税などの依存財源)
土地の売却など(財産収入)
前年度の残金（繰越金）
雑収入（諸収入、寄附金）

合計

( 69,173)
(   7,583)
( 13,426)
( 17,038)
(      439)
(137,400)
(      446)
(   2,309)
(   2,186)

(250,000)

830,079
90,996
161,107
204,454
5,265

1,648,797
5,355
27,713
26,234

3,000,000

金額（  ）内は１か月あたりの額
支　出

項目（  ）内は市の歳出予算科目
食費（人件費）
医療費、教育費など（扶助費）
ローン返済(公債費）
光熱費、電話料金、物品購入など(物件費）
家の維持補修（維持補修費、災害復旧事業費）
友人への援助金など（補助費等、投資及び出資金、貸付金)
家の増改築など（普通建設事業費）
貯金（積立金）
家族への仕送り（繰出金）
雑費（予備費）

合計

383,525
828,581
297,020
422,557
21,865
422,132
300,996 
11,039
307,587
4,698

3,000,000

( 31,960)
( 69,048)
( 24,752)
( 35,213)
(  1,822)
( 35,178)
( 25,083)
(      920)
( 25,632)
(     392)

(250,000)

金額（  ）内は１か月あたりの額

自治体のやりくりを考えるとき

　自治体の財政は、よく「家計」に例えて説明され
ますが、今回は両者の違いをお話しします。家計の
やりくりでは、収入を超えた支出は金銭感覚がない
と考えられます。では、自治体の財政はどうでしょ
う。家計と同じように、収入（歳入）の範囲内で支
出（歳出）することになるでしょうか。
　地方財政には「量出制入（出るを量りて入るを制
す）」つまり、必要な支出をまず決めて、それを賄
う収入を確定させるという考えがあります。もし、
市民にとって絶対に必要なサービスがあるならば、
サービスを受ける人が費用を負担する受益者負担の
考えについて話し合い、使用料や手数料のアップを

検討することも「制入」です。
自治体のやりくりを考え
るとき、事業を減らすと
いう方法もありますし、
このように「入」を増や
すという方法もあると
考え、行財政改革に取
り組んでいきます。
　私たちが住むこの
大きな家、福津市
の財政運営につい
て、市議会や市
民の皆さんと一
緒に考えてい
きたいと思い
ます。

広報ふくつ 4広報ふくつ5
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聞く



▲松林の環境保全のために
薬剤散布や立ち枯れした松
の伐倒処理を行います

松くい虫防除事業

次
に
支
出
の
話
を
す
る
わ
ね
。
３
ペ
ー
ジ
の
歳

出
の
グ
ラ
フ
を
見
て
。
目
的
別
の
円
グ
ラ
フ
は
、

総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
な
ど
、
使
う
目

的
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
よ
。
も
う
ひ
と
つ
の
性
質
別

の
円
グ
ラ
フ
は
、
人
件
費
や
補
助
費
な
ど
、
性
質
で
分

け
た
も
の
よ
。
見
て
の
と
お
り
、
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
な
ど
の
扶
助
費
に
一
番
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
よ
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
お
金
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

今
年
度
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
な
ん
で
す
か
。

じ
ゃ
あ
、
次
に
下
の
表
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
算
の
中
に
は
、
毎
年
必
要
な
経
費
が
あ
る
わ

よ
ね
。
例
え
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
や
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
道
路
や
橋
を
維

持
す
る
こ
と
な
ど
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
健
康
診
断
や
道
路
の
改
善
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
年
度
か

ら
新
し
く
始
ま
る
事
業
も
あ
る
ん
で
す
か
。

あ
る
わ
よ
。
い
く
つ
か
紹
介
す
る
わ
ね
。
ま
ず
、

学
童
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
津
屋

崎
小
学
校
の
敷
地
内
に
、
新
し
い
学
童
保
育
所
を
整
備

す
る
わ
。
そ
う
そ
う
、
福
間
南
小
学
校
も
児
童
数
が
急

増
し
て
い
る
か
ら
、
仮
設
校
舎
を
増
築
す
る
わ
ね
。
他

に
も
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
が
あ
る
わ

ね
。
去
年
、
市
役
所
庁
舎
が
統
合
さ
れ
て
、
津
屋
崎
庁

舎
を
再
整
備
し
て
い
た
で
し
ょ
。
今
年
、
図
書
・
歴
史

資
料
館
に
改
修
さ
れ
て
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ

ア
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
よ
図
書
と
歴

史
と
文
化
の
複
合
施
設
と
し
て
、
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
。

た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
税
金
や

交
付
税
な
ど
の
歳
入
、
事
業
に
か
か
る
費
用
な

ど
の
歳
出…

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
難
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
い
か

な
く
ち
ゃ
。

そ
う
よ
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
用
語
が
出
て
き
て
難

し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
福
津
市
が

こ
れ
か
ら
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
も
大
切
な
こ
と

な
の
よ
。
ど
の
事
業
も
、
そ
の
重
要
度
、
緊
急
度
、
有

効
度
を
考
慮
し
て
予
算
化
し
て
い
る
か
ら
、
力
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

は
い
。
僕
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

主な事業と予算額（目的別）家計に例えると… 市の予算を、年収３００万円の一般家庭に置き換えると、下の表のようになります。
単位：円

▲事前に点検を実施した道
路施設について、修繕、更
新を行います

道路ストック修繕更新事業

▲老朽化している福間小学
校校舎の建て替え工事を実
施します

小学校施設大規模改造事業

(○が新規事業　単位：万円 )

●議会費
議会事務費 1 億 4,421 万円
●総務費
津屋崎庁舎再生整備事業 1,182 万円
コミュニティバス運行委託事業 3,953 万円
郷づくり交付金事業 1 億 3,821 万円
郷づくり活動拠点整備事業 5,992 万円
●民生費
私立保育所・管外保育所保育委託事業
 12 億 883万円
認可保育所定数確保事業 2 億 8,976 万円
学童保育所整備事業 9,793 万円
児童手当支給事業 10 億 9,940 万円
乳幼児・子ども医療費支給事業 3 億 853万円
障害者自立支援給付事業 9 億 3,940 万円
重度障害者医療費支給事業 1 億 3,091 万円
生活保護事務扶助費 11 億 8,608 万円

●衛生費
玄界環境組合負担金 7 億 7,682 万円
じん芥収集事業 3 億 2,058 万円
個別予防接種事業 2 億 245万円
妊産婦健診事業 6,189 万円
乳幼児健診事業 1,499 万円
●農林水産費
農業多面的機能支払交付金事業 1,796 万円
県営ため池整備負担事業 2,594 万円
水産振興補助事業 567 万円
松くい虫防除事業 1,558 万円
●商工費
商工会補助事業 1,643 万円
中小企業融資制度事業 3,500 万円
観光産業活性化推進事業 1,625 万円
観光協会補助事業 1,125 万円
●土木費

道路ストック修繕更新事業 2,027 万円
橋梁長寿命化修繕事業 1 億 6,200 万円
市道維持事業 1 億 7,117 万円
ＪＲ東福間駅自由通路改修事業 6,500 万円
福間駅松原線整備事業（県営事業）  9,924 万円
●消防費
宗像地区事務組合消防費負担金 5 億 7,306 万円
防災事業 1,183 万円
消防団活動支援事業 5,693 万円
福岡県防災・行政情報ネットワーク更新事業 375 万円
●教育費
小学校施設大規模改造事業 5 億 1,728 万円
中学校施設大規模改造事業 3,465 万円
図書館資料整備事業 2,032 万円
複合文化センター管理運営事業 1 億 1,360 万円
古墳公園史跡等購入事業 3 億 2,961 万円
世界遺産登録活動事業 3,196 万円

　

収　入
項目（  ）内は市の歳入予算科目
給与収入（市税）
家賃収入(使用料・手数料、分担金・負担金）
銀行などからの借入金（市債）
預金の引き出し（繰入金）
預金の利子（利子割交付金、配当割交付金）
実家からの援助金(地方交付税などの依存財源)
土地の売却など(財産収入)
前年度の残金（繰越金）
雑収入（諸収入、寄附金）

合計

( 69,173)
(   7,583)
( 13,426)
( 17,038)
(      439)
(137,400)
(      446)
(   2,309)
(   2,186)

(250,000)

830,079
90,996
161,107
204,454
5,265

1,648,797
5,355
27,713
26,234

3,000,000

金額（  ）内は１か月あたりの額
支　出

項目（  ）内は市の歳出予算科目
食費（人件費）
医療費、教育費など（扶助費）
ローン返済(公債費）
光熱費、電話料金、物品購入など(物件費）
家の維持補修（維持補修費、災害復旧事業費）
友人への援助金など（補助費等、投資及び出資金、貸付金)
家の増改築など（普通建設事業費）
貯金（積立金）
家族への仕送り（繰出金）
雑費（予備費）

合計

383,525
828,581
297,020
422,557
21,865
422,132
300,996 
11,039
307,587
4,698

3,000,000

( 31,960)
( 69,048)
( 24,752)
( 35,213)
(  1,822)
( 35,178)
( 25,083)
(      920)
( 25,632)
(     392)

(250,000)

金額（  ）内は１か月あたりの額

自治体のやりくりを考えるとき

　自治体の財政は、よく「家計」に例えて説明され
ますが、今回は両者の違いをお話しします。家計の
やりくりでは、収入を超えた支出は金銭感覚がない
と考えられます。では、自治体の財政はどうでしょ
う。家計と同じように、収入（歳入）の範囲内で支
出（歳出）することになるでしょうか。
　地方財政には「量出制入（出るを量りて入るを制
す）」つまり、必要な支出をまず決めて、それを賄
う収入を確定させるという考えがあります。もし、
市民にとって絶対に必要なサービスがあるならば、
サービスを受ける人が費用を負担する受益者負担の
考えについて話し合い、使用料や手数料のアップを

検討することも「制入」です。
自治体のやりくりを考え
るとき、事業を減らすと
いう方法もありますし、
このように「入」を増や
すという方法もあると
考え、行財政改革に取
り組んでいきます。
　私たちが住むこの
大きな家、福津市
の財政運営につい
て、市議会や市
民の皆さんと一
緒に考えてい
きたいと思い
ます。
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ま
ち
の

話
題

あ
な
た
の
周
り
の
身
近
な
出
来
事
や
話
題
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
広
報
秘
書
課
☎
４
３
・
８
１
１
３

ま ち の 話 題

　
海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
宮
司
浜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
、

緑
綬
褒
状
を
受
章
し
ま
し
た
。
結

成
さ
れ
た
の
は
昭
和
38
年
。
こ
れ

ま
で
環
境
美
化
に
奉
仕
し
て
き
た

こ
と
が
た
た
え
ら
れ
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
塩
屋
仁
造
会
長
は
「
栄

誉
あ
る
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
会
員
一
同
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

田
植
え
の
体
験
農
業

親
子
で
田
植
え
に
挑
戦

宮
司
浜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
緑
綬
褒
状
を
受
章

長
年
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た

　
福
間
、
宮
地
浜
、
津
屋
崎
、
白

石
浜
の
４
つ
の
海
水
浴
場
で
、
６

月
30
日
か
ら
７
月
14
日
に
か
け
て

海
開
き
が
あ
り
、
今
年
の
安
全
を

祈
願
し
た
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
夏
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の

海
水
浴
客
が
訪
れ
る
市
内
の
海
水

浴
場
。
事
故
な
く
海
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
が

海
に
向
け
て
設
置
さ
れ
た
祭
壇
に

安
全
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
海
水
浴
場
で
海
開
き

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
始
ま
る

　
西
郷
川
花
園
横
の
水
田
で
６
月

18
日
、
田
植
え
体
験
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
市
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
親
子
お
よ
そ
２
０
０
人
。

近
所
の
農
家
の
方
に
苗
の
植
え
方

を
教
わ
っ
た
後
、
家
族
ご
と
に
割

り
当
て
ら
れ
た
区
画
に
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
初
め
て
田
植
え
を
し

た
と
い
う
東
暖
季
ち
ゃ
ん
（
四
角

区
）
は
「
泥
が
気
持
ち
悪
か
っ
た

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年

も
や
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
を
し

て
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

若
年
性
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

認
知
症
に
な
っ
て
も
人
生
は
終
わ
り
じ
ゃ
な
い

　
４
年
前
、
39
歳
で
若
年
性
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
丹
野
智
文
さ
ん

が
、
６
月
18
日
に
ふ
く
と
ぴ
あ
で

「
認
知
症
で
あ
る
わ
た
し
が
み
な

さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
周
囲
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
現
在
も
仕
事
や
講

演
活
動
を
続
け
る
丹
野
さ
ん
は
、

認
知
症
の
当
事
者
と
し
て
の
体
験

や
思
い
を
語
り
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を
奪
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
旧
津
屋
崎
庁
舎
を
再
整
備
し
た

図
書
・
歴
史
資
料
館
と
、
隣
接
し

た
市
文
化
会
館
を
合
わ
せ
た
複
合

文
化
セ
ン
タ
ー
「
カ
メ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

７
月
８
日
と
９
日
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
吹
奏
楽
団
や
民
話
劇
団

の
発
表
、
映
画
の
上
映
会
や
講
演

会
、
出
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
あ
り
、
親
子
連
れ
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

図
書
・
歴
史
資
料
館
を
訪
れ
た
人

は
、
ゆ
っ
く
り
本
を
選
ん
だ
り
、

文
化
財
や
古
墳
群
の
展
示
室
を
見

て
回
っ
た
り
と
、
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン

新
原・奴
山
古
墳
群
の
展
示
も

津
屋
崎
祇
園
山
笠

豪
快
に
駆
け
抜
け
る

　
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
津
屋
崎

の
伝
統
行
事
、
津
屋
崎
祇
園
山

笠
が
今
年
も
あ
り
ま
し
た
。
７

月
15
日
に
は
安
全
祈
願
を
行
う

裸
参
り
、
７
月
16
日
に
は
追
い

山
が
行
わ
れ
、
追
い
山
は
、
今

年
は
１
番
山
が
新

町
流
、
２
番
山
が

岡
流
、
３
番
山
が

北
流
で
し
た
。
た

く
さ
ん
の
見
物
客

で
に
ぎ
わ
う
津
屋

崎
の
ま
ち
を
、
鮮

や
か
に
飾
ら
れ
た

３
つ
の
山
笠
が
走

り
ま
し
た
。
こ
の

日
は
気
温
が
30
度

を
越
え
る
暑
さ
の

中
、
沿
道
か
ら
の

勢
い
水
を
浴
び
た

男
た
ち
は
「
オ
イ

サ
ッ
」
と
い
う
か

け
声
と
と
も
に
、

歯
を
食
い
し
ば
り

な
が
ら
、
勇
壮
に

駆
け
抜
け
て
い
き

ま
し
た
。

ひ
が
し
は
る
き

し
お 

や 

じ
ん
ぞ
う

▲市長に受章を報告した宮司浜シニアクラブの皆さん

▲快晴の中、田植えを楽しむ親子▲「人や社会とのつながりが大切」と語る丹野さん

▲津屋崎海水浴場での海開き

▲５万冊の蔵書がある図書館

▲記念式典のテープカット

▲漫画「クッキングパパ」の作者うえやまとちさんのサイン会

▲歴史資料館には前方後円墳の立体模型

▲新町流▲岡流▲北流
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問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館 

☎
４
２・８
０
０
０

図
書
館
蔵
書
案
内

　一冊
の
本
が
、
ひ
ょっ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
人
生

を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紹
介
し
て
い
る
本

以
外
に
も
、
約
20
万
冊
の
本
が
あ
る
市
立
図
書
館

に
、
運
命
の一冊
を
見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
。

　
加
賀
百
万
石
の
算
盤
係
の
家
計
簿
に
焦

点
を
当
て
、
金
融
破
綻
や
地
価
下
落
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
現
代
に
も
当
て
は
ま
る
体
験

を
し
た
幕
末
武
士
の
生
活
を
描
き
ま
す
。

「
武
士
の
家
計
簿
」　
磯
田
道
史
著
　
新
潮
社
　

　
定
年
後
や
財
産
の
相
続
後
、
夫
婦
が
明

る
く
楽
し
く
生
き
抜
く
た
め
の
幸
福
設
計

本
で
す
。
人
生
の
し
が
ら
み
を
断
ち
切
っ

て
再
出
発
し
た
人
々
の
物
語
で
す
。

「
相
続
の
６
つ
の
物
語
」　
本
郷
尚
著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

　
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
個
人
の

自
由
で
す
。
自
分
も
社
会
も
幸
せ
に
な
る

お
金
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
た
い
人
に
、

賢
い
消
費
者
に
な
る
知
恵
を
授
け
ま
す
。

「
シ
ア
ワ
セ
な
お
金
の
使
い
方
」　
南
野
忠
晴
著
　
岩
波
書
店

　
経
済
は
、
社
会
が
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
仕
組
み
で
す
。
経
済
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
自
分
で
考
え
る
力
、
経
済
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
15
歳
か
ら
身
に
つ
け
る
経
済
リ
テ
ラ
シ
ー
」　
岡
野
進
著
　
朝
日
学
生
新
聞
社

　
火
事
で
全
て
を
失
っ
た
少
女
。
瓶
に
お

金
を
貯
め
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
世
界

で
い
ち
ば
ん
す
て
き
な
椅
子
を
買
お
う
と

が
ん
ば
る
姿
が
描
か
れ
ま
す
。

「
か
あ
さ
ん
の
い
す
」　
ベ
ラ・Ｂ・ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
作
、絵
　
あ
か
ね
書
房

　
あ
な
た
は
１
０
０
円
を
何
に
使
い
ま
す

か
。
も
し
か
す
る
と
、
あ
な
た
が
救
え
る

命
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
小
遣
い

で
で
き
る
国
際
協
力
を
紹
介
し
ま
す
。

「
1
0
0
円
か
ら
で
き
る
国
際
協
力
シ
リ
ー
ズ
」　
汐
文
社

　
天
才
を
生
む
こ
と
に
取
り
つ
か
れ
た
鬼
教

師
と
野
心
家
の
ド
ラ
マ
ー
が
、
極
み
を
目
指

し
暴
走
し
て
い
く
様
が
描
か
れ
ま
す
。
低
予

算
な
が
ら
高
興
行
成
績
を
収
め
た
作
品
で
す
。

　
平
凡
な
主
婦
が
年
下
の
大
学
生
と
出
会

い
、
日
常
と
金
銭
感
覚
を
狂
わ
せ
て
い
き

ま
す
。巨
額
横
領
事
件
を
起
こ
し
た
彼
女
は
、

何
を
得
て
何
を
手
放
し
た
の
で
し
ょ
う
。

「
セ
ッ
シ
ョ
ン
」　
デ
イ
ミ
ア
ン・チ
ャ
ゼ
ル
監
督
、脚
本
　
マ
イ
ル
ズ・テ
ラ
ー
出
演

「
紙
の
月
」　
吉
田
大
八
監
督
　
宮
沢
り
え
出
演

今月のイチオシ 　

　YA（ヤングアダルト）の分
野を中心に、精力的に海外
文学の紹介を行う金原さん。
8月19日（土）の講演会に合
わせて、
訳書を展
示します。
8月19日
（土）まで
です。

「金原瑞人さん講演会」
特集テーマ

　
市
に
は
、
男
女
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
賛
同
し
、

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

浸
透
を
目
指
し
て
自
主
的
に
活
動

す
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　「
ふ
く
つ
男
女
共
同
参
画
協
議

会
」、
愛
称「
綸
り
ん
」は
、グ
ル
ー

プ
と
個
人
の
会
員
で
組
織
さ
れ
た

市
民
に
よ
る
自
主
運
営
組
織
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
す
る
人

た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
綸
り
ん
は
、
３
年
前
に
県
の
補

助
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を

き
っ
か
け
に
「
防
災
と
男
女
共
同

参
画
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
」
と
い
う
災
害
対
応
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
手
法

を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

運
営
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
周
知
と
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
15
日
に
は
、

市
地
域
婦
人
会
の
研
修
会
で
代
表

の
山
田
宏
子
さ
ん
が
登
壇
し
、
こ

の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
は
、
５
人
程
度

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま

す
。
参
加
者
は
「
イ
エ
ス
」
と

「
ノ
ー
」の
２
枚
の
カ
ー
ド
を
持
ち
、

出
題
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
、
そ

の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
回

答
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
全
員
が
一

斉
に
カ
ー
ド
を
出
す
の
で
、
他
の

人
の
答
え
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
出
し
た

答
え
の
理
由
を
一
人
ず
つ
述
べ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、

性
別
や
年
齢
、
経
験
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
参
加
し
て
い
る
人
全
員
が

自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
手
法
は
、
防
災
に

備
え
る
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、
多

様
な
意
見
を
聞
く
こ
と
の
訓
練
で

も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
意
見
を
や

り
と
り
で
き
る
状
態
と
い
う
の
は
、

男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

の
目
指
す
姿
の
一
つ
で
も
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
の
周
知
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
受
講
し
た
市
地
域
婦
人
会

の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意

見
交
換
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　
綸
り
ん
は
、
引
き
続
き
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
市

男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共
同
参
画

推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに
災
害
対
応
と
男
女
共
同
参
画

　性別に関わらず、一人一人が輝ける社会を
目指す福津市。このコーナーでは、市や市民の
「男女がともに歩む」取り組みを紹介します。

▲綸りんのメンバーがグループに混ざるなど
して、スムーズな運営に努めていました

り
ん

　このコーナーでは、悪質商法や商品事故など実
際に起きている、消費生活における問題事例を紹
介しています。消費者被害は決して他人事ではあ
りません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩
まず、ぜひ相談してください。

　世界文化遺産登録に決定した「『神宿る島』宗像・
沖ノ島の関連遺産群」の構成資産、新原・奴山古
墳群も、発掘から物語が始まりました。はてさて
今月は、どのような物語が発掘現場から見えてく
るのでしょうか。

発掘  現場 消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例未来の世界遺産が見えてくる!？

の

※毎週月曜・水曜・金曜日（9：00～16：00）は市消費生活
相談窓口☎43・8106で相談を受け付けています。

※県消費生活センター☎092・632・0999でも随時相談
を受け付けています。

　鍋は古来、土鍋が一般的でしたが、平安～室町
時代には滑石という石材で作られた鍋も西日本一
帯に流通していました。津屋崎小学校内にある在
自西ノ後遺跡からも、滑石製の石鍋が出土してい
ます。この鍋は長崎県南部で生産されたもので、
流通網に乗って各地へ運ばれました。沿岸部で出
土することが多く、海運が大きな役割を果たした
と考えられます。在自西ノ後遺跡は、中国の商人

が関与した平安～
鎌倉時代の貿易港
です。陶磁器など
中国からの貿易品
に注目しがちです
が、石鍋の存在か
ら、国内流通の中
継地としての姿も
見えてきそうで
す。▲滑石製石鍋の破片

中世の国内流通品「石鍋」

問い合わせ　市地域振興課☎62・5014問い合わせ　市教育総務課☎62・5093

　　　

粗品だけのつもりが…
　近所の空き店舗で粗品を配っていたので受け取り、
何度か通ううちに販売員とも親しくなった。体調を
心配して勧めてくれた高額な浄水器や羽毛布団を断
りきれず、契約してしまった。（70代女性）

　これはＳＦ商法（催眠商法）といいます。粗品を配っ
たり、日用品や食料品を格安で販売したりして会場
に人を集め、雰囲気を盛り上げた後、業者の本来の
目的である高額な商品を販売するという手口です。
　何度も通うと販売員と親しくなり、断りにくくな
ります。販売員の親切は契約させるための手段です。
粗品や楽しい話につられて会場に近づかないように
しましょう。契約内容によっては、クーリング・オ
フなど解約できる場合もあります。

契約はよく考えて!

相談事例

アドバイス

かっせき

あら

じにしのあと

　図書館では一押しの本を
集め、ロビーに特集コーナー
を作っています。

一
般
書

中
学・高
校
生
向
け

小
学
生
向
け

D
V
D
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（土）まで
です。
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者
は
「
イ
エ
ス
」
と

「
ノ
ー
」の
２
枚
の
カ
ー
ド
を
持
ち
、

出
題
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
、
そ

の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
回

答
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
全
員
が
一

斉
に
カ
ー
ド
を
出
す
の
で
、
他
の

人
の
答
え
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
出
し
た

答
え
の
理
由
を
一
人
ず
つ
述
べ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、

性
別
や
年
齢
、
経
験
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
参
加
し
て
い
る
人
全
員
が

自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
手
法
は
、
防
災
に

備
え
る
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、
多

様
な
意
見
を
聞
く
こ
と
の
訓
練
で

も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
意
見
を
や

り
と
り
で
き
る
状
態
と
い
う
の
は
、

男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

の
目
指
す
姿
の
一
つ
で
も
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
の
周
知
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
受
講
し
た
市
地
域
婦
人
会

の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意

見
交
換
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　
綸
り
ん
は
、
引
き
続
き
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
市

男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共
同
参
画

推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに
災
害
対
応
と
男
女
共
同
参
画

　性別に関わらず、一人一人が輝ける社会を
目指す福津市。このコーナーでは、市や市民の
「男女がともに歩む」取り組みを紹介します。

▲綸りんのメンバーがグループに混ざるなど
して、スムーズな運営に努めていました

り
ん

　このコーナーでは、悪質商法や商品事故など実
際に起きている、消費生活における問題事例を紹
介しています。消費者被害は決して他人事ではあ
りません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩
まず、ぜひ相談してください。

　世界文化遺産登録に決定した「『神宿る島』宗像・
沖ノ島の関連遺産群」の構成資産、新原・奴山古
墳群も、発掘から物語が始まりました。はてさて
今月は、どのような物語が発掘現場から見えてく
るのでしょうか。

発掘  現場 消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例未来の世界遺産が見えてくる!？

の

※毎週月曜・水曜・金曜日（9：00～16：00）は市消費生活
相談窓口☎43・8106で相談を受け付けています。

※県消費生活センター☎092・632・0999でも随時相談
を受け付けています。

　鍋は古来、土鍋が一般的でしたが、平安～室町
時代には滑石という石材で作られた鍋も西日本一
帯に流通していました。津屋崎小学校内にある在
自西ノ後遺跡からも、滑石製の石鍋が出土してい
ます。この鍋は長崎県南部で生産されたもので、
流通網に乗って各地へ運ばれました。沿岸部で出
土することが多く、海運が大きな役割を果たした
と考えられます。在自西ノ後遺跡は、中国の商人

が関与した平安～
鎌倉時代の貿易港
です。陶磁器など
中国からの貿易品
に注目しがちです
が、石鍋の存在か
ら、国内流通の中
継地としての姿も
見えてきそうで
す。▲滑石製石鍋の破片

中世の国内流通品「石鍋」

問い合わせ　市地域振興課☎62・5014問い合わせ　市教育総務課☎62・5093

　　　

粗品だけのつもりが…
　近所の空き店舗で粗品を配っていたので受け取り、
何度か通ううちに販売員とも親しくなった。体調を
心配して勧めてくれた高額な浄水器や羽毛布団を断
りきれず、契約してしまった。（70代女性）

　これはＳＦ商法（催眠商法）といいます。粗品を配っ
たり、日用品や食料品を格安で販売したりして会場
に人を集め、雰囲気を盛り上げた後、業者の本来の
目的である高額な商品を販売するという手口です。
　何度も通うと販売員と親しくなり、断りにくくな
ります。販売員の親切は契約させるための手段です。
粗品や楽しい話につられて会場に近づかないように
しましょう。契約内容によっては、クーリング・オ
フなど解約できる場合もあります。

契約はよく考えて!

相談事例

アドバイス

かっせき

あら

じにしのあと

　図書館では一押しの本を
集め、ロビーに特集コーナー
を作っています。

一
般
書

中
学・高
校
生
向
け

小
学
生
向
け

D
V
D
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そんなぎょうらしいこと言って

※解説は 15ページの下

ぎょうら
しい?

柴田 華帆ちゃん

（両谷区）
しば た    か  ほ

メ
リ
ア
ス
テ
ー

ジ
の
開
館
イ
ベ

ン
ト
に
行
き
ま

し
た
。
昔
の
津
屋
崎
庁
舎

に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
変
わ
っ
て
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
図

書
館
コ
ー
ナ
ー
は
明
る
く

て
開
放
的
な
感
じ
が
し
ま

し
た
し
、
休
憩
し
た
り
飲

食
し
た
り
で
き
る
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
読
書

が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
通
い
た
い
で

す
。（
福
た
ろ
う
さ
ん
／

渡
／
55
歳
）メ

リ
ア
ス
テ
ー

ジ
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
全
然

雰
囲
気
が
違
い
ま
す
ね
。

古
墳
群
の
展
示
な
ど
も

あ
っ
て
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
み
た
い
な
の
で

タ
イ
ム
リ
ー
で
す
ね
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
イ
ベ
ン

ト
で
う
え
や
ま
と
ち
さ
ん

の
サ
イ
ン
会
が
あ
っ
て
い

て
、
思
わ
ず
本
を
買
っ
て

サ
イ
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。

図
書
館
の
棚
が
あ
ま
り
高

く
な
い
の
で
、
子
ど
も
も

本
を
手
に
取
り
や
す
い
高

さ
で
よ
か
っ
た
で
す
。（

チ
ェ
リ
ー
さ
ん
／
中
央
／

42
歳
）

　
津
屋
崎
庁
舎
を
改
修
し

た
図
書
・
歴
史
資
料
館
は
、

庁
舎
だ
っ
た
頃
か
ら
か
な

り
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
私

も
驚
き
ま
し
た
。
吹
き
抜

け
の
大
階
段
が
あ
っ
て
明

る
く
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

他
に
も
、
1
階
の
歴
史
資

料
館
に
は
、
古
墳
群
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

土
品
な
ど
の
展
示
が
あ
り

ま
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
る
そ
う
な
の
で
、

た
く
さ
ん
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。

長
の
所
信
表
明

を
読
ん
で
み
ま

し
た
。
４
つ
の

柱
の
ど
れ
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
暮
ら
し
や

す
い
福
津
の
推
進
」
の
と

こ
ろ
に
、
特
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
。
新
し
く

福
津
市
に
引
っ
越
し
て
く

る
人
だ
け
で
は
な
く
、

ず
っ
と
福
津
市
に
住
ん
で

い
る
若
い
人
や
お
年
寄
り

に
も
「
福
津
市
か
ら
離
れ

た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う

な
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
鯛
茶
づ
け
さ

ん
／
中
央
／
58
歳
）

　
7
月
1
日
号
で
は
、
市

長
所
信
表
明
を
4
つ
の
柱

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
は
、
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
転
入
し
て

く
る
人
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ま
で
住
ん
で
き
た
人
た

ち
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。
7
月
15
日
号
の
7

ペ
ー
ジ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
報
告
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
た
「
ふ
く
つ

未
来
会
議
」
な
ど
、
市
民

参
画
や
対
話
の
場
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

界
遺
産
登
録
、

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
宗

像
大
社
の
隣
で
あ
っ
て
い

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ず
ら
り
と
並
ぶ
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
や
記
者
さ
ん
を
見
る

と
、
と
て
も
大
き
な
出
来

事
な
ん
だ
な
ぁ
と
あ
ら
た

め
て
思
い
ま
し
た
。
決

ま
っ
た
瞬
間
、
と
て
も
皆

さ
ん
笑
顔
で
、
あ
ま
り
知

識
の
な
い
私
も
嬉
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン

バ
ー
？
を
着
た
人
た
ち
が

嬉
し
そ
う
に
万
歳
を
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た

よ
。（
風
の
ま
た
三
郎
さ

ん
／
津
屋
崎
／
68
歳
）

　
風
の
ま
た
三
郎
さ
ん
も

中
継
の
視
聴
会
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
私

た
ち
広
報
担
当
も
、
テ
レ

ビ
局
の
カ
メ
ラ
の
列
に
混

ざ
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
よ
。
黄
色
い
お
そ

ろ
い
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着

て
い
た
の
は
、
市
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
々
で
す
。
笑
顔
で
万
歳

す
る
姿
を
見
て
、
私
も
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。新
原
・

奴
山
古
墳
群
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
決
定
に
つ
い
て

は
、
9
月
1
日
号
で
特
集

を
組
む
予
定
で
す
。

の
体
育
館
は
老

朽
化
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
た

く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
も
少

な
い
で
す
。
近
隣
の
自
治

体
に
は
も
っ
と
良
い
体
育

館
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

建
て
替
え
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。（
グ
リ
ー
ン

さ
ん
／
西
福
間
／
50
歳
）

　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
と

津
屋
崎
体
育
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
57
年
に
建
設
さ
れ
、

修
理
、
改
修
を
し
な
が
ら

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

広
く
て
新
し
い
体
育
館
の

建
設
を
望
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
市
は
現
在
、

学
校
や
道
路
な
ど
公
共
施

設
の
維
持
管
理
や
整
備
に

莫
大
な
費
用
が
必
要
で
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既

存
の
体
育
セ
ン
タ
ー
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
図
書
館
の
絵

本
コ
ー
ナ
ー
の

横
に
あ
る
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
は
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
場
所
の
移
動
を

カカ

世

市

市

市

　「
好
い
と
お
！
福
津
」

は
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

13
ペ
ー
ジ
の
市
広
報
秘

書
課
行
は
が
き
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
送
り
い

た
だ
い
た
原
稿
は
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
、
加

筆
、
修
正
、
短
縮
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
し
ま
す
の
で
、

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
原
稿
や
写

真
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

匿
名
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　
広
報
紙
へ
の
感
想
や

日
々
の
暮
ら
し
の
こ
と

な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
声
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
広
報

秘
書
課
☎
４
３
・８
１
１
３

E-M
ail

：info@
city.

fukutsu.lg.jp

お
便
り・投
稿
大
募
集！

　読者の声を中心に、みんなと広報広聴係で作る交流コーナーです。広報ふくつの感想はも
ちろん、市政へのご意見、ふるさと福津市への思いや日々の生活のことなどを掲載していけ
ればと考えています。たくさんの声をお寄せください。

カ
メ
リ
ア

ス
テ
ー
ジ

オ
ー
プ
ン

市
長

所
信
表
明 

そ
の
他
の

お
便
り

お
願
い
し
た
い
で
す
。
ま

だ
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、

ど
う
し
て
も
声
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
の
方
が
嫌
な
顔
を
す

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
そ
く

さ
と
帰
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…

可
能
な
ら
ば
改
善
を
お
願

い
し
ま
す
。（
匿
名
希
望

さ
ん
／
西
福
間
）

　
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
ス
ペ
ー
ス
を
分
け

て
お
ら
ず
、
絵
本
コ
ー

ナ
ー
の
横
で
大
人
が
新
聞

を
読
ん
で
い
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
現
状
の
ス
ペ
ー
ス

で
は
移
動
が
難
し
く
、
今

後
は
お
互
い
に
配
慮
を
い

た
だ
く
よ
う
な
掲
示
な
ど

で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
メ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
の
図
書
館
は
親
子

読
書
室
も
あ
り
、
周
囲
を

気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
本
を

選
べ
る
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
け
れ
ば
そ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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渡
／
55
歳
）メ

リ
ア
ス
テ
ー

ジ
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
全
然

雰
囲
気
が
違
い
ま
す
ね
。

古
墳
群
の
展
示
な
ど
も

あ
っ
て
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
み
た
い
な
の
で

タ
イ
ム
リ
ー
で
す
ね
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
イ
ベ
ン

ト
で
う
え
や
ま
と
ち
さ
ん

の
サ
イ
ン
会
が
あ
っ
て
い

て
、
思
わ
ず
本
を
買
っ
て

サ
イ
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。

図
書
館
の
棚
が
あ
ま
り
高

く
な
い
の
で
、
子
ど
も
も

本
を
手
に
取
り
や
す
い
高

さ
で
よ
か
っ
た
で
す
。（

チ
ェ
リ
ー
さ
ん
／
中
央
／

42
歳
）

　
津
屋
崎
庁
舎
を
改
修
し

た
図
書
・
歴
史
資
料
館
は
、

庁
舎
だ
っ
た
頃
か
ら
か
な

り
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
私

も
驚
き
ま
し
た
。
吹
き
抜

け
の
大
階
段
が
あ
っ
て
明

る
く
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

他
に
も
、
1
階
の
歴
史
資

料
館
に
は
、
古
墳
群
は
も

ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

土
品
な
ど
の
展
示
が
あ
り

ま
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
る
そ
う
な
の
で
、

た
く
さ
ん
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。

長
の
所
信
表
明

を
読
ん
で
み
ま

し
た
。
４
つ
の

柱
の
ど
れ
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
暮
ら
し
や

す
い
福
津
の
推
進
」
の
と

こ
ろ
に
、
特
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
。
新
し
く

福
津
市
に
引
っ
越
し
て
く

る
人
だ
け
で
は
な
く
、

ず
っ
と
福
津
市
に
住
ん
で

い
る
若
い
人
や
お
年
寄
り

に
も
「
福
津
市
か
ら
離
れ

た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う

な
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
鯛
茶
づ
け
さ

ん
／
中
央
／
58
歳
）

　
7
月
1
日
号
で
は
、
市

長
所
信
表
明
を
4
つ
の
柱

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
は
、
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
転
入
し
て

く
る
人
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ま
で
住
ん
で
き
た
人
た

ち
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。
7
月
15
日
号
の
7

ペ
ー
ジ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
報
告
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
た
「
ふ
く
つ

未
来
会
議
」
な
ど
、
市
民

参
画
や
対
話
の
場
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

界
遺
産
登
録
、

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
宗

像
大
社
の
隣
で
あ
っ
て
い

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ず
ら
り
と
並
ぶ
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
や
記
者
さ
ん
を
見
る

と
、
と
て
も
大
き
な
出
来

事
な
ん
だ
な
ぁ
と
あ
ら
た

め
て
思
い
ま
し
た
。
決

ま
っ
た
瞬
間
、
と
て
も
皆

さ
ん
笑
顔
で
、
あ
ま
り
知

識
の
な
い
私
も
嬉
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン

バ
ー
？
を
着
た
人
た
ち
が

嬉
し
そ
う
に
万
歳
を
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た

よ
。（
風
の
ま
た
三
郎
さ

ん
／
津
屋
崎
／
68
歳
）

　
風
の
ま
た
三
郎
さ
ん
も

中
継
の
視
聴
会
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
私

た
ち
広
報
担
当
も
、
テ
レ

ビ
局
の
カ
メ
ラ
の
列
に
混

ざ
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
よ
。
黄
色
い
お
そ

ろ
い
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着

て
い
た
の
は
、
市
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
々
で
す
。
笑
顔
で
万
歳

す
る
姿
を
見
て
、
私
も
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。新
原
・

奴
山
古
墳
群
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
決
定
に
つ
い
て

は
、
9
月
1
日
号
で
特
集

を
組
む
予
定
で
す
。

の
体
育
館
は
老

朽
化
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
た

く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
も
少

な
い
で
す
。
近
隣
の
自
治

体
に
は
も
っ
と
良
い
体
育

館
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

建
て
替
え
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。（
グ
リ
ー
ン

さ
ん
／
西
福
間
／
50
歳
）

　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
と

津
屋
崎
体
育
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
57
年
に
建
設
さ
れ
、

修
理
、
改
修
を
し
な
が
ら

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

広
く
て
新
し
い
体
育
館
の

建
設
を
望
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
市
は
現
在
、

学
校
や
道
路
な
ど
公
共
施

設
の
維
持
管
理
や
整
備
に

莫
大
な
費
用
が
必
要
で
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既

存
の
体
育
セ
ン
タ
ー
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
図
書
館
の
絵

本
コ
ー
ナ
ー
の

横
に
あ
る
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
は
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
場
所
の
移
動
を

カカ

世

市

市

市

　「
好
い
と
お
！
福
津
」

は
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

13
ペ
ー
ジ
の
市
広
報
秘

書
課
行
は
が
き
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
送
り
い

た
だ
い
た
原
稿
は
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
、
加

筆
、
修
正
、
短
縮
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
し
ま
す
の
で
、

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
原
稿
や
写

真
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

匿
名
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　
広
報
紙
へ
の
感
想
や

日
々
の
暮
ら
し
の
こ
と

な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
声
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
広
報

秘
書
課
☎
４
３
・８
１
１
３

E-M
ail

：info@
city.

fukutsu.lg.jp

お
便
り・投
稿
大
募
集！

　読者の声を中心に、みんなと広報広聴係で作る交流コーナーです。広報ふくつの感想はも
ちろん、市政へのご意見、ふるさと福津市への思いや日々の生活のことなどを掲載していけ
ればと考えています。たくさんの声をお寄せください。

カ
メ
リ
ア

ス
テ
ー
ジ

オ
ー
プ
ン

市
長

所
信
表
明 

そ
の
他
の

お
便
り

お
願
い
し
た
い
で
す
。
ま

だ
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、

ど
う
し
て
も
声
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
の
方
が
嫌
な
顔
を
す

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
そ
く

さ
と
帰
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…

可
能
な
ら
ば
改
善
を
お
願

い
し
ま
す
。（
匿
名
希
望

さ
ん
／
西
福
間
）

　
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
ス
ペ
ー
ス
を
分
け

て
お
ら
ず
、
絵
本
コ
ー

ナ
ー
の
横
で
大
人
が
新
聞

を
読
ん
で
い
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
現
状
の
ス
ペ
ー
ス

で
は
移
動
が
難
し
く
、
今

後
は
お
互
い
に
配
慮
を
い

た
だ
く
よ
う
な
掲
示
な
ど

で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
メ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
の
図
書
館
は
親
子

読
書
室
も
あ
り
、
周
囲
を

気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
本
を

選
べ
る
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
け
れ
ば
そ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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申
請
書
は
、
市
下
水
道
課
で
配

布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
21
日
（
月
）
〜

９
月
１
日
（
金
）

日
程
、
場
所
　

11
月
20
日
（
月
）
福
岡
会
場

11
月
21
日
（
火
）
久
留
米
会
場

11
月
22
日
（
水
）
北
九
州
会
場

11
月
24
日
（
金
）
飯
塚
会
場

費
用
　
６
千
円

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
下
水
道

課
☎
６
２
・
５
０
６
９

　
市
で
は
毎
月
１
回
、
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

の
気
に
な
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
精
神
保

健
福
祉
士
が
受
け
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
８
月
28
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
　
※
１
人
１
時
間

定
員
　
２
人

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

受
付
期
限
　
８
月
23
日
（
水
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係
（
ふ
く

と
ぴ
あ
）☎
３
４
・
３
３
５
１

試
験
日
　
11
月
12
日
（
日
）

場
所
　
福
岡
工
業
大
学
（
福
岡
市

東
区
）

受
験
申
込
書
の
配
布
　
８
月
７
日

（
月
）
〜
　
県
庁
、県
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
県
行
政
書
士
会
で
配
布
し

ま
す
。
郵
送
配
布
は
9
月
１
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

受
付
方
法
　
郵
送
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

受
付
期
限
　
９
月
８
日
（
金
）※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
９
月
５
日

（
火
）
午
後
５
時

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
行
政
書
士

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
３
・
３

２
６
３
・
７
７
０
０

　
県
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
認
知
症
に
関
す
る

介
護
の
悩
み
事
に
対
し
て
、
電
話

ま
た
は
面
談
に
よ
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
面
談
は
要
予

約
で
す
。

日
時
　
電
話
相
談
　
毎
週
水
曜
・

土
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

費
用
　
無
料

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
☎
０
９
２・５
７
４
・

０
１
９
０

　
市
食
生
活
改
善
推
進
会
が
主
催

す
る
料
理
教
室
で
す
。
血
糖
値
が

上
が
り
に
く
い
調
理
方
法
や
食
事

の
仕
方
、
糖
質
の
摂
り
方
に
つ
い

て
調
理
実
習
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
８
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ
　
も
り
も
り

キ
ッ
チ
ン

対
象
　
市
内
在
住
の
人

定
員
　
30
人
　
※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
２
枚
、
筆
記
用
具

費
用
　
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円

託
児
　
要
予
約
　
生
後
５
か
月
以

上
の
未
就
学
児
　
１
人
３
０
０
円

受
付
期
限
　
８
月
28
日
（
月
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係
（
ふ
く

と
ぴ
あ
）☎
３
４
・
３
３
５
１

　
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
が

い
た
場
合
に
、
そ
の
期
間
を
任
期

と
し
て
働
く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

試
験
日
　
８
月
26
日
（
土
）
作
文
、

適
性
検
査
、
９
月
10
日
（
日
）
面

接
試
験

場
所
　
市
役
所
別
館
　
大
ホ
ー
ル

受
験
申
込
書
の
配
布
　
市
総
務
課
、

市
総
合
案
内
、
津
屋
崎
行
政
セ
ン

タ
ー
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
郵
便
請
求
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
限
　
８
月
14
日
（
月
）
午

後
５
時
　
※
郵
送
の
場
合
は
、
特

定
記
録
郵
便
ま
た
は
簡
易
書
留
郵

便
で
、
８
月
14
日
（
月
）
ま
で
の

消
印
が
あ
り
、
書
類
完
備
の
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
封
筒
に

「
採
用
試
験
受
験
申
込
（
育
休
代

替
）」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
等

 

行
政
事
務
　
10
人
程
度

 

保
健
師
　
４
人
程
度
※
保
健
師

の
資
格
を
有
す
る
人

 

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
　
２
人
程

度
※
保
育
士
の
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
人

登
録
、
採
用
　
最
終
合
格
者
は
、

採
用
候
補
者
名
簿
に
３
年
間
登
録

し
ま
す
。
期
間
中
に
育
児
休
業
を

取
得
す
る
職
員
が
い
な
い
場
合
は

採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課

☎
４
３
・
８
１
９
６

 

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

 

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
８
月
23
日
（
水
）
午
前
11

時
〜
正
午
　

費
用
　
入
場
無
料

 

魅
惑
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ラ
イ
ブ

　
福
岡
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
オ
ブ
ド

リ
ー
ム
他
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

日
時
　
８
月
27
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
10
分

費
用
　
入
場
無
料

 

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

　
満
席
で
締
め
切
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
23
日
（
土
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

品
目
　
手
作
り
小
物
雑
貨
、
ク
ッ

キ
ー
、
パ
ン
な
ど

費
用
　
２
千
円
※
机
、
椅
子
付
き

問
い
合
わ
せ
　
津
屋
崎
千
軒
な
ご

み
☎
５
２
・
２
１
２
２
　

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

　
平
成
28
年
度
に
入
賞
し
た
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
　

場
所
　
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
　
ふ
く
つ
観
光
協
会

☎
４
２
・
９
９
８
８

 

女
子
力
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

 

初
め
て
の
エ
ス
テ
　

　
夕
陽
館
の
エ
ス
テ
で
女
子
力
を

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
初
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
人
に
は
特
典
付
き
で
す
。

期
間
　
８
月
13
日
（
日
）
ま
で
　

正
午
〜
午
後
６
時
30
分

費
用
　
コ
ー
ス
に
よ
り
違
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

女
子
力
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

 

サ
ン
セ
ッ
ト
ヨ
ガ

　
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
取
得

の
渡
辺
麻
里
さ
ん
を
講
師
に
ヨ
ガ

タ
イ
ム
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

要
予
約
で
す
。

日
時
　
８
月
18
日
（
金
）
午
後
７

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

定
員
　
30
人

費
用
　
参
加
費
と
し
て
２
千
円
　

※
ド
リ
ン
ク
付
き
、
入
館
料
込
み

カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

 

出
演
団
体
募
集

　
５
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
日
時
は
受
付
後
に
決

定
し
ま
す
。

費
用
　参
加
費
と
し
て
１
人
5
0
0

円問
い
合
わ
せ
　
潮
湯
の
里
夕
陽
館

☎
５
２
・
３
３
５
３

　
吃
音
で
困
っ
て
い
る
人
に
、
専

門
家
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
９
月
７
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
　
※
１
人
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
先
着
５
人

費
用
　
無
料
　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
保
健
指
導
係
☎
３
４
・

３
３
５
２

情報広場

福
津
市
役
所
代
表
電話  ☎42・1111

福
津
市
の
市
外
局
番
は
0940で

す
。携
帯
電
話
、スマートフォンを利用の際はご注意くださ

い。　

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す

広報ふくつ 12

お手数ですが
62円切手を
お貼りください
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フリガナ
名前

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

※記載がない場合は、実名で掲載します。
※名前と住所は必ず記入してください

男

　・
　女

ペンネーム

　広報ふくつをお読みいただきあ
りがとうございます。以下の質問
にご回答のうえ、62円切手を貼っ
て投函をお願いします。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

更
新
講
習
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

行
政
書
士
試
験
を

実
施
し
ま
す

認
知
症
介
護
相
談
窓
口
の

ご
案
内

５
０
０
㎉
だ
れ
で
も
料
理
教
室

〜
血
糖
値
編
〜

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

観
光
協
会
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

夕
陽
館
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

吃
音
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

き
つ
お
ん

き
つ
お
ん

※熱中症になりやすい季節になりました。十分ご注意ください！　　こまめに水分をとり、外出時は帽子や日傘を忘れずに。暑い日はエアコンを利用しましょう。

　ちょうちんなどの仏具、精霊船、缶類、ビン類
はお受けできませんのでご注意ください。
日時　８月１５日（火）　１６：００～２１：００
場所　福間漁港駐車場横
※精霊送り場所での花火は危険ですので、絶対
にやめましょう。

をお受けします

燃やすごみ収集

問い合わせ　市うみがめ課　☎6２・5019

し尿くみ取り
市 内 全 域 ８月１２日(土) ～８月１５日(火)

㈱林田産業 ８月１１日(金・祝)～８月１５日(火)
㈲津屋崎サニタリー ８月１４日(月) ～８月１５日(火)

お盆の精霊送りのお供え物

ごみ収集・し尿くみ取りの休み



　
申
請
書
は
、
市
下
水
道
課
で
配

布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
21
日
（
月
）
〜

９
月
１
日
（
金
）

日
程
、
場
所
　

11
月
20
日
（
月
）
福
岡
会
場

11
月
21
日
（
火
）
久
留
米
会
場

11
月
22
日
（
水
）
北
九
州
会
場

11
月
24
日
（
金
）
飯
塚
会
場

費
用
　
６
千
円

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
下
水
道

課
☎
６
２
・
５
０
６
９

　
市
で
は
毎
月
１
回
、
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

の
気
に
な
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
精
神
保

健
福
祉
士
が
受
け
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
８
月
28
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
　
※
１
人
１
時
間

定
員
　
２
人

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

受
付
期
限
　
８
月
23
日
（
水
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係
（
ふ
く

と
ぴ
あ
）☎
３
４
・
３
３
５
１

試
験
日
　
11
月
12
日
（
日
）

場
所
　
福
岡
工
業
大
学
（
福
岡
市

東
区
）

受
験
申
込
書
の
配
布
　
８
月
７
日

（
月
）
〜
　
県
庁
、県
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
県
行
政
書
士
会
で
配
布
し

ま
す
。
郵
送
配
布
は
9
月
１
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

受
付
方
法
　
郵
送
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

受
付
期
限
　
９
月
８
日
（
金
）※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
９
月
５
日

（
火
）
午
後
５
時

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
行
政
書
士

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
３
・
３

２
６
３
・
７
７
０
０

　
県
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
認
知
症
に
関
す
る

介
護
の
悩
み
事
に
対
し
て
、
電
話

ま
た
は
面
談
に
よ
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
面
談
は
要
予

約
で
す
。

日
時
　
電
話
相
談
　
毎
週
水
曜
・

土
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

費
用
　
無
料

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
☎
０
９
２・５
７
４
・

０
１
９
０

　
市
食
生
活
改
善
推
進
会
が
主
催

す
る
料
理
教
室
で
す
。
血
糖
値
が

上
が
り
に
く
い
調
理
方
法
や
食
事

の
仕
方
、
糖
質
の
摂
り
方
に
つ
い

て
調
理
実
習
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
８
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ
　
も
り
も
り

キ
ッ
チ
ン

対
象
　
市
内
在
住
の
人

定
員
　
30
人
　
※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
２
枚
、
筆
記
用
具

費
用
　
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円

託
児
　
要
予
約
　
生
後
５
か
月
以

上
の
未
就
学
児
　
１
人
３
０
０
円

受
付
期
限
　
８
月
28
日
（
月
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係
（
ふ
く

と
ぴ
あ
）☎
３
４
・
３
３
５
１

　
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
が

い
た
場
合
に
、
そ
の
期
間
を
任
期

と
し
て
働
く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

試
験
日
　
８
月
26
日
（
土
）
作
文
、

適
性
検
査
、
９
月
10
日
（
日
）
面

接
試
験

場
所
　
市
役
所
別
館
　
大
ホ
ー
ル

受
験
申
込
書
の
配
布
　
市
総
務
課
、

市
総
合
案
内
、
津
屋
崎
行
政
セ
ン

タ
ー
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
郵
便
請
求
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
限
　
８
月
14
日
（
月
）
午

後
５
時
　
※
郵
送
の
場
合
は
、
特

定
記
録
郵
便
ま
た
は
簡
易
書
留
郵

便
で
、
８
月
14
日
（
月
）
ま
で
の

消
印
が
あ
り
、
書
類
完
備
の
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
封
筒
に

「
採
用
試
験
受
験
申
込
（
育
休
代

替
）」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
等

 

行
政
事
務
　
10
人
程
度

 

保
健
師
　
４
人
程
度
※
保
健
師

の
資
格
を
有
す
る
人

 

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
　
２
人
程

度
※
保
育
士
の
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
人

登
録
、
採
用
　
最
終
合
格
者
は
、

採
用
候
補
者
名
簿
に
３
年
間
登
録

し
ま
す
。
期
間
中
に
育
児
休
業
を

取
得
す
る
職
員
が
い
な
い
場
合
は

採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課

☎
４
３
・
８
１
９
６

 

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

 

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
８
月
23
日
（
水
）
午
前
11

時
〜
正
午
　

費
用
　
入
場
無
料

 

魅
惑
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ラ
イ
ブ

　
福
岡
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
オ
ブ
ド

リ
ー
ム
他
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

日
時
　
８
月
27
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
10
分

費
用
　
入
場
無
料

 

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

　
満
席
で
締
め
切
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
23
日
（
土
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

品
目
　
手
作
り
小
物
雑
貨
、
ク
ッ

キ
ー
、
パ
ン
な
ど

費
用
　
２
千
円
※
机
、
椅
子
付
き

問
い
合
わ
せ
　
津
屋
崎
千
軒
な
ご

み
☎
５
２
・
２
１
２
２
　

 
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

　
平
成
28
年
度
に
入
賞
し
た
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
　

場
所
　
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
　
ふ
く
つ
観
光
協
会

☎
４
２
・
９
９
８
８

 

女
子
力
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

 

初
め
て
の
エ
ス
テ
　

　
夕
陽
館
の
エ
ス
テ
で
女
子
力
を

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
初
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
人
に
は
特
典
付
き
で
す
。

期
間
　
８
月
13
日
（
日
）
ま
で
　

正
午
〜
午
後
６
時
30
分

費
用
　
コ
ー
ス
に
よ
り
違
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

女
子
力
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

 

サ
ン
セ
ッ
ト
ヨ
ガ

　
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
取
得

の
渡
辺
麻
里
さ
ん
を
講
師
に
ヨ
ガ

タ
イ
ム
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

要
予
約
で
す
。

日
時
　
８
月
18
日
（
金
）
午
後
７

時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

定
員
　
30
人

費
用
　
参
加
費
と
し
て
２
千
円
　

※
ド
リ
ン
ク
付
き
、
入
館
料
込
み

カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

 

出
演
団
体
募
集

　
５
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
日
時
は
受
付
後
に
決

定
し
ま
す
。

費
用
　参
加
費
と
し
て
１
人
5
0
0

円問
い
合
わ
せ
　
潮
湯
の
里
夕
陽
館

☎
５
２
・
３
３
５
３

　
吃
音
で
困
っ
て
い
る
人
に
、
専

門
家
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
９
月
７
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
　
※
１
人
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
先
着
５
人

費
用
　
無
料
　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
保
健
指
導
係
☎
３
４
・

３
３
５
２

情報広場

福
津
市
役
所
代
表
電話  ☎42・1111

福
津
市
の
市
外
局
番
は
0940で

す
。携
帯
電
話
、スマートフォンを利用の際はご注意くださ

い。　

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す
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お手数ですが
62円切手を
お貼りください
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フリガナ
名前

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

※記載がない場合は、実名で掲載します。
※名前と住所は必ず記入してください

男

　・
　女

ペンネーム

　広報ふくつをお読みいただきあ
りがとうございます。以下の質問
にご回答のうえ、62円切手を貼っ
て投函をお願いします。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

更
新
講
習
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

行
政
書
士
試
験
を

実
施
し
ま
す

認
知
症
介
護
相
談
窓
口
の

ご
案
内

５
０
０
㎉
だ
れ
で
も
料
理
教
室

〜
血
糖
値
編
〜

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

観
光
協
会
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

夕
陽
館
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

吃
音
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

き
つ
お
ん

き
つ
お
ん

※熱中症になりやすい季節になりました。十分ご注意ください！　　こまめに水分をとり、外出時は帽子や日傘を忘れずに。暑い日はエアコンを利用しましょう。

　ちょうちんなどの仏具、精霊船、缶類、ビン類
はお受けできませんのでご注意ください。
日時　８月１５日（火）　１６：００～２１：００
場所　福間漁港駐車場横
※精霊送り場所での花火は危険ですので、絶対
にやめましょう。

をお受けします

燃やすごみ収集

問い合わせ　市うみがめ課　☎6２・5019

し尿くみ取り
市 内 全 域 ８月１２日(土) ～８月１５日(火)

㈱林田産業 ８月１１日(金・祝)～８月１５日(火)
㈲津屋崎サニタリー ８月１４日(月) ～８月１５日(火)

お盆の精霊送りのお供え物

ごみ収集・し尿くみ取りの休み



　
賃
金
の
未
払
い
、不
当
な
解
雇
、

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
労
働
問
題
の
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
事
業
主
等
の
使
用
者
も
相

談
で
き
ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
９
月
５
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
45
分
※
１
人
45
分

場
所
　
市
役
所

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
２
人
　

託
児
　
要
予
約
　
生
後
５
か
月
以

上
の
未
就
学
児
　
１
人
３
０
０
円

受
付
期
間
　
８
月
22
日
（
火
）
午

前
９
時
〜

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共

同
参
画
推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

共
催
し
、
働
き
た
い
シ
ニ
ア
の
人

に
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
の
秘
訣
や
、
仕
事
探

し
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
要
予
約

で
個
別
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
１
日
（
金
）
午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ
　
ら
く
ら
く

ル
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

定
員
　
先
着
20
人

費
用
　
無
料

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
４

３
２
・
２
５
４
０

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
母

で
、
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い

る
人
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

医
療
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

 

講
習
会

期
間
　
９
月
５
日
（
火
）
〜
９
月

27
日
（
水
）
の
毎
週
火
曜
・
水
曜
・

金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

受
付
期
限
　
８
月
16
日
（
水
）

 

日
商
簿
記
３
級
講
習
会

期
間
　
９
月
14
日
（
木
）
〜
11
月
14

日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
金
曜

日
　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

受
付
期
限
　
８
月
23
日
（
水
）

費
用
　
受
講
料
無
料
　
※
テ
キ
ス

ト
代
等
で
一
部
負
担
あ
り

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１

　
１
組
４
人
単
位
の
受
付
で
す
。

日
程
　
９
月
21
日
（
木
）

場
所
　
福
岡
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
宗
像
市
）

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
　
先
着
40
組
　
※
１
組
４
人

費
用
　
参
加
費
と
し
て
１
人
３
千

円
　
※
プ
レ
ー
代
等
は
別
途
　

受
付
　
８
月
19
日
（
土
）
正
午
〜

受
付
方
法
　
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
、
福
岡
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
参
加
申
込
書
を
提
出

問
い
合
わ
せ
　
沖
さ
ん
☎
０
９

０
・
３
０
１
１
・
４
２
１
８

　
用
具
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
７
日
（
木
）
午
前
８

時
〜
正
午

場
所
　
な
ま
ず
の
郷

対
象
　
市
内
在
住
の
人

定
員
　
１
８
０
人

費
用
　
２
０
０
円

受
付
期
限
　
８
月
28
日
（
月
）　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
髙
山
さ
ん
☎
５

２
・
３
５
９
５
　

　
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
宗
像

地
区
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
10
月
15
日
（
日
）

受
付
期
間
　
８
月
10
日
（
木
）
〜

９
月
５
日
（
火
）
午
後
５
時
　
※

郵
送
の
場
合
は
、９
月
５
日
（
火
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
こ
と

採
用
予
定
人
員
　
 ８
人
程
度

問
い
合
わ
せ
　
宗
像
地
区
消
防
本

部
消
防
総
務
課
☎
３
６
・
２
８
７
２

　
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
電
気
で

す
が
、
使
用
方
法
を
間
違
え
る
と
、

感
電
や
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
８
月
は
電
気
の
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
安
全

に
利
用
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
プ
ラ
グ
は
、

時
々
抜
い
て
点
検
や
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う

②
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う

③
エ
ア
コ
ン
は
扇
風
機
と
併
用
し

て
賢
く
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

④
濡
れ
た
手
で
電
気
製
品
や
電
気

配
線
に
触
る
と
感
電
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

⑤
災
害
時
に
避
難
す
る
と
き
は
分

電
盤
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
九
州
電
気
保
安
協

会
☎
０
９
２
・
７
１
１
・
０
０
５

６　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
、
楽
し
く
動
く
「
カ
タ
カ

タ
き
つ
つ
き
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
　
先
着
20
人

費
用
　
無
料

受
付
期
間
　
８
月
７
日
（
月
）
〜

８
月
17
日
（
木
）　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
・
６

５
４
１
　

　
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
医
療
、
看
護
、
介
護
の
専
門

職
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
地

域
で
安
心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
本
人
や
家
族
を
支
援
し

ま
す
。
講
習
や
実
習
な
ど
全
５
回

を
受
講
後
に
訪
問
診
療
ま
た
は
訪

問
看
護
の
同
行
訪
問
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
時
　
９
月
21
日
（
木
）、
９
月

30
日
（
土
）、
10
月
５
日
（
木
）、

10
月
14
日
（
土
）、10
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
宗
像
医
師
会
在
宅
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
宗
像
市
）

対
象
　
全
５
回
に
参
加
で
き
る
人

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
無
料

受
付
期
限
　
８
月
31
日
（
木
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
宗
像
医
師

会
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
室
☎

３
７
・
５
０
２
０

　
市
近
郊
の
リ
コ
ー
ダ
ー
団
体
に

よ
る
演
奏
会
で
す
。

日
時
　
９
月
10
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
　
※
開
場
12
時
30
分

場
所
　
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

費
用
　
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
　
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン

ソ
ー
ト
福
津
　
中
川
さ
ん
☎
０
９

０
・
２
７
１
９
・
７
１
６
９

　
機
械
系
、
電
気
系
、
電
子
情
報

系
や
建
築
系
な
ど
の
も
の
づ
く
り

教
育
を
行
っ
て
い
る
厚
生
労
働
省

所
管
の
学
校
で
す
。
概
要
説
明
や

体
験
授
業
な
ど
を
行
う
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
、11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所
　
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学

校
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

問
い
合
わ
せ
　
九
州
職
業
能
力
開

発
大
学
校
学
務
課
☎
０
９
３
・
９

６
３
・
８
３
５
３

11 ページの福津弁の解説　ぎょうらしい＝おおげさ広報ふくつ15

労
働
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

宗
像
地
区
消
防
本
部
の

消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

８
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

工
作
教
室
を

開
催
し
ま
す

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

特集 平成29年度予算
まちの話題
男女／消費生活／発掘現場／図書
好いとお！福津
情報広場
世界遺産への道

2
6
8
10
12
16

8広報
みんなと市のいい関係
Public Relations

　ホームページやフェイスブックでも
市の情報を発信しています。
市公式ホームページ
http://www.city.fukutsu.lg.jp/

携帯電話版市公式ホームページ
http://www.city.fukutsu.lg.jp/ 
mob/
市公式 Facebook
https://www.facebook.com/ 
fukutsu.city
広報紙への問い合わせ
市広報秘書課☎４３・８１１３ ＦＡＸ ４３・３１６８

市の情報

九州北部大雨災害の義援金

　７月５日からの九州北部大雨災
害で、甚大な被害を受けられた皆
さんに対して、心よりお見舞い申
し上げます。
　被災された方々を支援するため、
市役所に義援金箱を設置していま
す。お寄せいただいた義援金は、
日本赤十字社を通じて被災された
皆さんにお届けします。ご支援を
よろしくお願いいたします。
　なお、支援物資の募集について
は、現地での状況に応じて市公式
ホームページでお知らせします。
受付期間　8月 25日（金）まで
受付時間　平日8:30～ 17:00
設置場所　市役所本館１階ロビー
問い合わせ　市総務課☎43・8196

６月のひとの動き

6月末現在住民基本台帳人口

■人口
　　 前月比
　　 前年同月比
　 男
　 女
■世帯数
　　 前月比
　　 前年同月比
出生48人 死亡50人 転入273人 転出164人

62,536人
+107人

 +1,340人
29,377人
33,159人

26,102世帯
＋56世帯
+650世帯

　広報ふくつは “みんなと市のいい関係” を
築くことを目指して、行政課題や教育文化な
どの特集を組んでいます。特集のことや別の
記事のこと、紙面以外にも日々の生活のこと
など、皆さんの声をお聞かせください。

広報広報
2017.82017.8
特集特集 平成２９年度予算

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。

※ご協力ありがとうございました。今後の広報ふくつの
　紙面づくりに活用させていただきます。

１. よくなかった　　２. あまりよくなかった　
３. 普通　　４. よかった　　５. とてもよかった　

Ｑ
１

今後どのような特集があればいいと思いますか。Ｑ
２
今月号でよかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

３
今月号でよくなかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

４

紙面の感想、福津市に住んで思ったこと、こうなったら
いいなと思うことなど、自由にご記入ください。

Ｑ
５

感
想



　
賃
金
の
未
払
い
、不
当
な
解
雇
、

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
労
働
問
題
の
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
事
業
主
等
の
使
用
者
も
相

談
で
き
ま
す
。
要
予
約
で
す
。

日
時
　
９
月
５
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
45
分
※
１
人
45
分

場
所
　
市
役
所

費
用
　
無
料

定
員
　
先
着
２
人
　

託
児
　
要
予
約
　
生
後
５
か
月
以

上
の
未
就
学
児
　
１
人
３
０
０
円

受
付
期
間
　
８
月
22
日
（
火
）
午

前
９
時
〜

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共

同
参
画
推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

共
催
し
、
働
き
た
い
シ
ニ
ア
の
人

に
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
の
秘
訣
や
、
仕
事
探

し
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
要
予
約

で
個
別
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
１
日
（
金
）
午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ
　
ら
く
ら
く

ル
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

定
員
　
先
着
20
人

費
用
　
無
料

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
４

３
２
・
２
５
４
０

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
母

で
、
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い

る
人
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

医
療
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

 

講
習
会

期
間
　
９
月
５
日
（
火
）
〜
９
月

27
日
（
水
）
の
毎
週
火
曜
・
水
曜
・

金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

受
付
期
限
　
８
月
16
日
（
水
）

 

日
商
簿
記
３
級
講
習
会

期
間
　
９
月
14
日
（
木
）
〜
11
月
14

日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
金
曜

日
　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

受
付
期
限
　
８
月
23
日
（
水
）

費
用
　
受
講
料
無
料
　
※
テ
キ
ス

ト
代
等
で
一
部
負
担
あ
り

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１

　
１
組
４
人
単
位
の
受
付
で
す
。

日
程
　
９
月
21
日
（
木
）

場
所
　
福
岡
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
宗
像
市
）

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
　
先
着
40
組
　
※
１
組
４
人

費
用
　
参
加
費
と
し
て
１
人
３
千

円
　
※
プ
レ
ー
代
等
は
別
途
　

受
付
　
８
月
19
日
（
土
）
正
午
〜

受
付
方
法
　
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
、
福
岡
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
参
加
申
込
書
を
提
出

問
い
合
わ
せ
　
沖
さ
ん
☎
０
９

０
・
３
０
１
１
・
４
２
１
８

　
用
具
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
７
日
（
木
）
午
前
８

時
〜
正
午

場
所
　
な
ま
ず
の
郷

対
象
　
市
内
在
住
の
人

定
員
　
１
８
０
人

費
用
　
２
０
０
円

受
付
期
限
　
８
月
28
日
（
月
）　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
髙
山
さ
ん
☎
５

２
・
３
５
９
５
　

　
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
宗
像

地
区
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
10
月
15
日
（
日
）

受
付
期
間
　
８
月
10
日
（
木
）
〜

９
月
５
日
（
火
）
午
後
５
時
　
※

郵
送
の
場
合
は
、９
月
５
日
（
火
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
こ
と

採
用
予
定
人
員
　
 ８
人
程
度

問
い
合
わ
せ
　
宗
像
地
区
消
防
本

部
消
防
総
務
課
☎
３
６
・
２
８
７
２

　
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
電
気
で

す
が
、
使
用
方
法
を
間
違
え
る
と
、

感
電
や
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
８
月
は
電
気
の
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
安
全

に
利
用
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
プ
ラ
グ
は
、

時
々
抜
い
て
点
検
や
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う

②
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う

③
エ
ア
コ
ン
は
扇
風
機
と
併
用
し

て
賢
く
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

④
濡
れ
た
手
で
電
気
製
品
や
電
気

配
線
に
触
る
と
感
電
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

⑤
災
害
時
に
避
難
す
る
と
き
は
分

電
盤
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
九
州
電
気
保
安
協

会
☎
０
９
２
・
７
１
１
・
０
０
５

６　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
、
楽
し
く
動
く
「
カ
タ
カ

タ
き
つ
つ
き
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
　
先
着
20
人

費
用
　
無
料

受
付
期
間
　
８
月
７
日
（
月
）
〜

８
月
17
日
（
木
）　

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
・
６

５
４
１
　

　
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
医
療
、
看
護
、
介
護
の
専
門

職
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
地

域
で
安
心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
本
人
や
家
族
を
支
援
し

ま
す
。
講
習
や
実
習
な
ど
全
５
回

を
受
講
後
に
訪
問
診
療
ま
た
は
訪

問
看
護
の
同
行
訪
問
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
時
　
９
月
21
日
（
木
）、
９
月

30
日
（
土
）、
10
月
５
日
（
木
）、

10
月
14
日
（
土
）、10
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
宗
像
医
師
会
在
宅
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
宗
像
市
）

対
象
　
全
５
回
に
参
加
で
き
る
人

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
無
料

受
付
期
限
　
８
月
31
日
（
木
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
宗
像
医
師

会
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
室
☎

３
７
・
５
０
２
０

　
市
近
郊
の
リ
コ
ー
ダ
ー
団
体
に

よ
る
演
奏
会
で
す
。

日
時
　
９
月
10
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
　
※
開
場
12
時
30
分

場
所
　
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

費
用
　
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
　
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン

ソ
ー
ト
福
津
　
中
川
さ
ん
☎
０
９

０
・
２
７
１
９
・
７
１
６
９

　
機
械
系
、
電
気
系
、
電
子
情
報

系
や
建
築
系
な
ど
の
も
の
づ
く
り

教
育
を
行
っ
て
い
る
厚
生
労
働
省

所
管
の
学
校
で
す
。
概
要
説
明
や

体
験
授
業
な
ど
を
行
う
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
、11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所
　
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学

校
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

問
い
合
わ
せ
　
九
州
職
業
能
力
開

発
大
学
校
学
務
課
☎
０
９
３
・
９

６
３
・
８
３
５
３

11 ページの福津弁の解説　ぎょうらしい＝おおげさ広報ふくつ15

労
働
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

宗
像
地
区
消
防
本
部
の

消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

８
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

工
作
教
室
を

開
催
し
ま
す

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

特集 平成29年度予算
まちの話題
男女／消費生活／発掘現場／図書
好いとお！福津
情報広場
世界遺産への道

2
6
8
10
12
16

8広報
みんなと市のいい関係
Public Relations

　ホームページやフェイスブックでも
市の情報を発信しています。
市公式ホームページ
http://www.city.fukutsu.lg.jp/

携帯電話版市公式ホームページ
http://www.city.fukutsu.lg.jp/ 
mob/
市公式 Facebook
https://www.facebook.com/ 
fukutsu.city
広報紙への問い合わせ
市広報秘書課☎４３・８１１３ ＦＡＸ ４３・３１６８

市の情報

九州北部大雨災害の義援金

　７月５日からの九州北部大雨災
害で、甚大な被害を受けられた皆
さんに対して、心よりお見舞い申
し上げます。
　被災された方々を支援するため、
市役所に義援金箱を設置していま
す。お寄せいただいた義援金は、
日本赤十字社を通じて被災された
皆さんにお届けします。ご支援を
よろしくお願いいたします。
　なお、支援物資の募集について
は、現地での状況に応じて市公式
ホームページでお知らせします。
受付期間　8月 25日（金）まで
受付時間　平日8:30～ 17:00
設置場所　市役所本館１階ロビー
問い合わせ　市総務課☎43・8196

６月のひとの動き

6月末現在住民基本台帳人口

■人口
　　 前月比
　　 前年同月比
　 男
　 女
■世帯数
　　 前月比
　　 前年同月比
出生48人 死亡50人 転入273人 転出164人

62,536人
+107人

 +1,340人
29,377人
33,159人

26,102世帯
＋56世帯
+650世帯

　広報ふくつは “みんなと市のいい関係” を
築くことを目指して、行政課題や教育文化な
どの特集を組んでいます。特集のことや別の
記事のこと、紙面以外にも日々の生活のこと
など、皆さんの声をお聞かせください。

広報広報
2017.82017.8
特集特集 平成２９年度予算

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。

※ご協力ありがとうございました。今後の広報ふくつの
　紙面づくりに活用させていただきます。

１. よくなかった　　２. あまりよくなかった　
３. 普通　　４. よかった　　５. とてもよかった　

Ｑ
１

今後どのような特集があればいいと思いますか。Ｑ
２
今月号でよかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

３
今月号でよくなかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

４

紙面の感想、福津市に住んで思ったこと、こうなったら
いいなと思うことなど、自由にご記入ください。

Ｑ
５

感
想
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　このコーナーではこれまで、新原・奴山古墳群の世界遺産登録を願うさ
まざまな人の思いを掲載してきました。そんなたくさんの人たちの応援もあり、
新原・奴山古墳群を含む「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群は、当
初の勧告を覆し、全ての資産の世界文化遺産登録が決定しました。

世界遺産への道
新原・奴山古墳群の世界文化遺産登録が決定

福津から世界へ、世界から福津へ

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
41
回
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
が
推

薦
し
た
新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む

「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
の
８
つ
の
資
産
が
、
全
て
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
で
は
、
新
原
・
奴
山

古
墳
群
を
含
む
４
つ
の
資
産
を
除
外
す

る
と
い
う
厳
し
い
評
価
を
受
け
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
強
く
願
っ
て
き

た
と
お
り
に
、
全
て
の
資
産
が
正
式
に
世

界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

資
産
価
値
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
努
力
が
報
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
登
録
活
動
が
始
ま
っ
て
15
年
、
こ
れ

ま
で
登
録
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
専

門
家
、
文
化
庁
・
外
務
省
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
庁
、
県
・
宗
像
市
の
関
係

者
、
企
業
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
長
い
間
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
こ

の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
に
、
感
謝
の
思
い
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

福
津
市
長

　原
﨑
智
仁
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　世界文化遺産の登録が決定した新原・奴山古墳群。増加が見込ま
れる来訪者に対応するため、駐車場や展望所の整備、観光関連の
PR活動といったさまざまな事業が、平成29年度予算に計上されていま
す。では、今年度の予算には、他にどんな事業があるのでしょう。


